
　

インタビューを終えて
　大下さんが撮ったスキー写真はどれ
も素敵で、躍動感が伝わってきました。
実際に持ってみた機材はとても重く、
これを持ちながら動くものを撮ること
の難しさを感じました。「続けられた
のは“楽しい”から」という言葉がすぐ出
てきたのが印象的だったので、私もそ
の言葉を言えるよう
に、社会人になった
ら努力していきたい
と思いました。
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夢に向かって、
辞めないで続けていく
　上村愛子選手など、仲良しの選手が試

合に臨むときにはこちらも緊張します。山

での季節の変わり目を肌で感じたり、さま

ざまな人と出会ったり、この仕事ならでは

の楽しさがあるのがずっと続けられてきた

理由だと思います。

　女性が、世界各地を飛び回るカメラマン

として仕事をするのは大変なことですが「焦

好きなスキーの写真を
撮っていく
　学生時代は幼稚園や小学校の先生にな

りたいと思っていましたが、高校から続け

ているスキーに魅了されて写真を撮るよう

になりました。写真を始めたころに撮った

作品が多くの人々の目に留まり、取り上げ

られたことが仕事にする大きなきっかけと

なりました。

“ 一瞬 ”にかける
　五輪をはじめ国内外の大会に赴き、ス

キー写真を撮っています。野外撮影が多い

ので天候に左右されること、15kgを超え

る機材を一人で背負って山に登るなど大変

さもあります。しかし、いろいろな「瞬間」

を狙って、輝きを放つような写真が撮れた

ときは、とてもやりがいを感じます。

　撮る際はバランスを考え、その構成を引

き立たせる一番よい色や明るさの調節を意

識します。また人物主体だけでなく、時に

は人はシルエットで、雪をメインにした「全

体を撮る」こともあります。被写体が転んだ

り、空気感が変わるようなシーンに遭遇し

たり。肉眼では見られない選手の表情を望

遠レンズでとらえられること、臨場感を伝え

ることが撮影の良さであり面白さであると

思います。

　強い春風で桜の花びらも舞い始めた4月初
め、目白キャンパス近くの大下さんのスタジ
オを訪ねました。選手の表情や雪の細かさを
とらえる、長くて太いレンズが多くあり、これ
を背負って山に登るそうです。
　「写真を撮れば、好きなスキーが続けられ
ると思った」と語る笑顔には「スキーの楽しさを
写真で表現していく」という思いが見えました。
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らず、できる範囲で続け、辞めないこと」。

それが大切だと思います。

　学生時代の充実した生活は社会に出ても

生きてくるので、皆さんも“夢”を見つけて、
それを目標に諦めず頑張ってほしいです。

臨場感・スピード感が伝わる作品

「お、重い…」（スタジオにて三浦記者：右）


